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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 
都市ブランド創造局ＭＩＣＥ・エンターテ

インメント課 

評価対象期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  称 
北九州国際展示場 

北九州国際会議場 

施設類型 目的・機能 

Ⅰ ― ⑧ 

所 在 地 
北九州国際展示場：北九州市小倉北区浅野三丁目８番１号 
北九州国際会議場：北九州市小倉北区浅野三丁目９番３０号 

設置目的 

【北九州国際展示場】 
展示会、見本市の開催の場を提供することにより、産業及び貿

易の振興並びに国際交流の推進を図る。 
【北九州国際会議場】 
国際会議等の開催の場を提供することにより、国際化の推進お

よび市民文化の向上を図る。 

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者 

名  称 公益財団法人 北九州観光コンベンション協会 

所 在 地 北九州市小倉北区浅野三丁目８番１号 

指定管理業務の内容 

１施設の運営に関する業務 
施設及び設備、備品の利用許可等に関する業務 

２使用料の収受に関する業務 
施設の使用に係る使用料の徴収業務 

３施設の維持管理に関する業務 
施設の維持管理及び修繕に関する業務 

４その他 
ＭＩＣＥ誘致業務、広報業務、コンベンション等の企画・出展 

勧誘・開催等に関する業務等 

指定期間 平成３１年４月１日～令和７年３月３１日 

 

多段階評価 
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２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 配点 
評価 

レベル 
得点 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取り組み ５０  ４３ 

 （１）施設の設置目的の達成 

３５ ４ ２８ 

  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行

われたか。また、施設を最大限活用して、施設の設置目的に

沿った成果を得られているか（目標を達成できたか）。 
  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や

利便性を高めるための取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連

携が図られ、その効果が得られているか。 
  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、

その効果があったか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

 

【北九州国際展示場】 

令和２・３年度は新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言による閉館や時短要請、開

催制限、それに伴う利用者のマインドの冷え込みの影響を大いに受けたが、その後回復

し、令和５年度は、直近の５年間で最大の施設来場者数と稼働率を達成した。利用件数・

稼働率の実績は、下表のとおりである。 

年度 
【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

利用件数 

（件） 

目標 145 163 163 163 163 163 

実績 193 171 88 121 160 179 

稼働率 

（％） 

目標 74.0 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0 

実績 86.6 78.3 46.1 65.6 78.0 81.4 

※   ・・・評価対象年度 

 

令和４年度までと比較し、新型コロナウイルス感染症の影響が薄れていく過程におい

て、感染症対策を引き続き継続しながら新規利用の獲得などを積極的に進め、アフター

コロナにおける顧客ニーズに対応した事業運営、誘致営業に取り組んでいる。 
また、施設の設置目的でもある地域経済の活性化や産業・貿易の振興を目的とした展

示会・見本市等についても、コロナ禍を経て、主催者や出展者、来場者がリアル開催の

必要性を再認識し、コロナ禍でスタンダードとなったオンラインを併用したハイブリッ

ド開催を柔軟に取り入れつつ、地域経済交流の仲介役である展示会機能の維持にも努め

ている。さらに、夏季の子ども向けイベントやライブ・エンターテインメントなどを積

極的に開催し、にぎわいの創出と収益の確保に取り組んだ。 
また、施設の老朽化が進んでいるため、自主的な安全点検や修繕、改修工事などを市

や主催者と綿密に調整を行い、催事への影響を最小限に留めて遅滞なく行い、適切な施
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設管理を実施している。 
さらに、北九州国際展示場と北九州国際会議場の２施設を同時に利用する大規模な学

会を開催する実績も挙げており、コンベンション２施設の連携を図ることで多種多様な

利用ニーズに応えている。 
広報活動については、専門誌への広告記事の掲載や、ＪＲ小倉駅ＪＡＭビジョンを活

用した利用促進ＣＭの放送に加え、様々な広告媒体を組み合わせたＰＲ実施するなど積

極的な広報活動を行ってきた。 
これらの取り組みにより、令和５年度は、利用件数、稼働率ともにコロナ禍前の実績

を上回る利用状況となったことは、上記の積極的な取り組みの成果であるため、評価す

べきものと考える。 
 
【北九州国際会議場】 
令和２・３年度は新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言による閉館や時短要請、開

催制限、それに伴う利用者のマインドの冷え込みの影響を大いに受けたが、その後回復

し、令和５年度は、利用件数、稼働率、コンベンション誘致件数すべてにおいて目標値

を上回った。利用件数・稼働率及び誘致件数の実績は、下表のとおりである。 

年度 
【参考】H30年度 

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

利用件数

（件） 

目標 700 570 570 570 570 570 

実績 539 536 338 471 595 576 

稼働率（％） 
目標 89.5 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 

実績 96.0 91.0 61.9 83.8 94.4 95.4 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ誘致 

件数（件）（注）

目標 195 250 250 250 250 250 

実績 281 316 69 111 196 259 

※   ・・・評価対象年度 

※稼働率＝利用のあった日数／施設の開館日数 
（注）市内規模以上の会議・大会で、誘致に市または（公財）北九州観光コンベンショ 

ン協会が関わったもの 
 
令和５年度はすべての項目において目標を達成したものの、コンベンション誘致件数

についてはコロナ禍以前の令和元年度の水準までの回復は見られなかった。令和５年５

月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが、「２類相当」から「５

類感染症」へ移行し、入国制限も緩和され、世界的な人的交流も急速に進む中、リアル

開催への渇望の高まり等から現地開催が徐々に戻ってきた。また、国際規模の会議の開

催件数も増えてきている。 
しかし、コロナ禍での会議形態の変化により、ハイブリッド型（現地開催とオンライ

ン開催の併用）の開催が主流になるにつれ、現地参加者がコロナ禍前の水準まで戻って

いない状況がみられる。一方で、現地会議のメリットについても再認識され始めており、

中には現地開催のみとするコンベンションも多い。 
コロナ禍に入った令和２年度、ＭＩＣＥ開催助成金のオプションメニューとして感染
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症対策及びハイブリッド型会議の特別支援を新設し、変化する主催者のニーズを的確に

把握し、施設利用を促進するための迅速な対応を行ってきた。また、誘致に当たっては、

直接主催者等に会う機会が減少し、案件の新規開拓が困難な状況が続いたが、令和４年

度からＪＮＴＯ（日本政府観光局）及びＪＣＣＢ（日本コングレス＆コンベンションビ

ューロー）主催の「国際ＭＩＣＥエキスポ（ＩＭＥ）」等各種商談会の現地開催が徐々に

再開する機を逸することなく、これらに積極的に参加し、学会・大会等のキーパーソン

へ向け、本市で会議・大会を開催する魅力、メリット等を発信し誘致を強化してきた。 
加えて、コロナ禍においては、オンラインやＳＮＳ、ホームページ活用の重要性が増

したため、本市誘致情報についての概要を分かりやすく説明した動画を活用し、オンラ

イン商談会での活用、学会関連ページを見ている対象者に対しての動画を利用した広告

配信等を行い、本市でのＭＩＣＥ開催について周知を行うなど、状況やニーズに即し、

工夫を凝らして誘致営業を展開してきた。 
アフターコロナの現在も、ＪＮＴＯやＪＣＣＢ等の各ＭＩＣＥ関係団体、主催者、キ

ーパーソンからの情報収集に努め、開催形態の傾向や主催者のニーズに応じたきめ細や

かな対応を続け、併せて、現地でしか体験できないユニークベニューやテクニカルビジ

ット、アクティビティコンテンツの新規開拓やＰＲも精力的に行っている。 
これまでの誘致活動の成果として、ＪＮＴＯが発表する「２０１９年日本の国際会議

開催件数」において、本市は国際会議開催件数１５０件で全国第８位と３年連続で過去

最高順位となった。なお、２０２０年、２０２１年はコロナ禍のため未発表であった。 

件数のみでなく、ＪＮＴＯが特に優れた国際会議に対して贈る2022年度「国際会議誘

致・開催貢献賞」の誘致部門において、地元大学と密に連携して誘致に成功した「第７

回パターン認識に関する国際会議」が全国で３例の優秀事例に選定されるなど、他都市

の範となる誘致活動を展開していることは大きく評価できる。 

これらの活動を継続し、令和５年度はアフターコロナに対応した積極的かつ工夫を凝

らした誘致営業活動の成果が出ており、北九州国際展示場同様に好調である。コンベン

ションの誘致件数についてはコロナ禍前の水準までの回復は見られないが、今なお中国

からのインバウンドが制限されている状況の中、前年度の実績を大きく上回る成果を上

げたことを評価するものとする。 
 

 （２）利用者の満足度 

１５ ５ １５ 

  ①  利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られ

ていると言えるか。 
  ②  利用者の意見を把握し、それらを反映させる取り組みが

なされたか。 
  ③  利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 
  ④  利用者への情報提供が十分になされたか。 
  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取り

組みがなされ、その効果があったか。 
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［評価の理由、要因・原因分析］ 

 
【北九州国際展示場】 
・会場・設備について（※数値は「非常に満足・満足」の合計）単位：％ 

年度 【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実績 96 100 100 100 100 90 

 
・職員の対応（数値は「非常に満足・満足」の合計） 単位：％ 

年度 【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実績 98 100 100 100 100 97 

 
・アンケート回収件数 単位：件 

（※アンケートの対象者は来場者ではなくイベント主催者） 

年度 【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実績 59 29 13 13 20 86 

※   ・・・評価対象年度 

 

利用者アンケートによると、「会場・設備」については、「非常に満足」が４５％、「満

足」が４５％、「職員の対応」については、「非常に満足」が６５％、「満足」が３２％と、

いずれも昨年度までの１００％には及ばなかったものの依然として高い評価を得てい

る。その理由として、事前の打ち合わせから開催終了までの丁寧で迅速な対応、コロナ

禍からアフターコロナへの過渡期にあって、開催における助言や提案、当日のフォロー

などに満足いただいたことによるものと考えられる。 

また、利用者からの意見を把握し、改善につなげるＱＣ活動も自主的に行われている。 

このような取り組みが、次回の使用についてのアンケート数値において、「是非利用した

い」、「機会があれば利用したい」を合わせて１００％と非常に高い評価となっており、

利用者の満足度向上に貢献している。 

このアンケートについては、昨年度まで回収率の低さを指摘してきたところであるが、

令和５年度は利用件数１７９件中、アンケート回収は８６件、回収率４８％で昨年度比

で３５.５ポイント増と大幅に上昇した。利用者の意見をフィードバックし、サービスの

質を更に向上させるために、アンケートの回収率を大幅に改善し、より多くの利用者の

意見を聞くことができたことは評価できる。 
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【北九州国際会議場】  
・職員の対応（※数値は「非常に満足・満足」の合計の回答率）単位：％ 

年度 
【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実績 97 97 97 100 99 99 

 
・再度利用（※数値は「ぜひ利用したい・機会があれば利用したい」の合計の回答率） 
単位：％ 

年度 
【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実績 100 100 94 100 99 97 

 
・アンケート回収件数 単位：件 

（※アンケートの対象者は来場者ではなくイベント主催者） 

年度 【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

実績 67 36 38 35 117 165 

 ※   ・・・評価対象年度 

 
利用者アンケートによると、「職員の対応」についての数値は、「非常に満足」、「満足」

が９９％と昨年に引き続き高い評価を得ている。これは、アンケートの意見から、利用

者の要望への柔軟な対応や細やかな気配りなどの職員の対応の良さによるものであるこ

とが分かる。「再度の利用」については、「ぜひ利用したい」、「機会があれば利用したい」

が９７％と、満足度の高さが裏付けされており、リピーターの増加も期待できる。 

展示場同様、アンケートの回収件数が１６５件、２８.６％と令和４年度比で８.９ポ

イント増加しており、昨年度同様、回収率を上げる取り組みを継続した成果であると考

える。回収率を上げ、より多くの利用者の意見を聞く取り組みを実施したことは評価で

きる。 

 

２ 効率性の向上等に関する取り組み ３０  ２２ 

 （１）経費の低減等 

２０ ３ １２ 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減

するための十分な取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理

者から再委託が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、

経費が最小限となるよう工夫がなされたか。 
  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 
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［評価の理由、要因・原因分析］ 

 

●指定管理施設の管理運営費                    

年度 
【参考】H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

管理運営費

(百万円) 

目標 634 639 650 653 657 660 

実績 678 660 550 599 639 680 

削減率 0％ 0％ 15％ 8% 2.6％ 0% 

※   ・・・評価対象年度 

 

【共通】 
２施設の管理運営費は、目標値を下回ったが、これは、光熱水費や委託業務等の人件

費の高騰等外部要因の影響によるところが大きい。令和４年度から令和５年度にかけて、

修繕費は２３，５６７千円、光熱水費は７，０６２千円、委託費は６，８３１千円、増

加している。 

 

●管理運営費の主な増加要因 単位：千円 

年度 

【参考】

H30年度

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

修繕費 32,100 9,343 15,477 26,187 14,876 38,443 

光熱水費 178,051 181,454 145,188 156,334 170,311 177,373 

委託費 232,347 223,114 202,108 223,068 235,121 241,952 

 

再委託については、平成１９年度より実施している４施設（北九州国際展示場・北九

州国際会議場・西日本総合展示場本館・ＡＩＭビル）一体管理による保守点検業務の効

率化や契約方法の見直しによる効果も出ている。光熱水費や委託業務に係る人件費単価

の値上がりなど維持管理経費が増加傾向にある中、管理運営費の増を抑える取り組みを

続けてきたことは評価できる。 

 
 （２）収入の増加 

１０ ５ １０   ① 収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効

果があったか。 
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［評価の理由、要因・原因分析］ 

 
 ●指定管理施設の利用料金収入 

年度 
【参考】H30年度 

（更新前） 
Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

料金収入 

（百万円） 

目標 317 375 378 381 385 389 

実績 417 424 215 306 398 556 

※   ・・・評価対象年度 
 
【共通】 
令和５年度は、２施設ともに目標を達成し、昨年度実績を大幅に上回った。 

まず、北九州国際展示場においては、利用件数の増加により利用料金収入が目標額３

１２百万円を１４０百万円上回った。地下駐車場使用料は目標額を１６百万円下回った

ものの、展示場利用料金は目標額を１４７百万円上回った。 

次に、北九州国際会議場においては、利用料金収入は目標額７７百万円に対し１０２

百万円で、２５百万円上回る結果となっている。 

令和５年度はアフターコロナに伴い現地開催への回帰の動きが顕著となり、大型展示

会、ライブ・エンターテインメントイベント、国際会議等の開催件数が増加し、使用料

収入は前年度比４０％増の５５６百万円と大幅な増加となった。 
コロナ禍においては、令和２年度にＭＩＣＥ開催助成金のオプションとして新設した

「感染症対策特別支援メニュー」と、現地開催とオンライン配信を同時に行う「ハイブ

リッド型会議」のニーズの高まりに対応するため令和３年度に新設した「ハイブリッド

型会議特別支援メニュー」を積極的に活用することで、主催者が安易にオンライン開催

や規模縮小に舵を切ることなく、ハイブリッド型を含む現地開催ができるよう後押しし、

安全・安心なＭＩＣＥ開催を手厚くサポートするなどしてきた。 
このように、指定管理期間を通じて、変化する社会情勢とそれに伴う主催者のニーズ

を的確に把握し、施設利用を促進するため迅速、丁寧に対応してきた。また、既存利用

者の定着化を図るため感染症対策物品の提供や、ソーシャルディスタンス確保のため従

来よりも広い会場が必要となった入学試験や資格試験など新たなニーズを開拓し誘致を

強化することで潜在需要の掘り起こしを行うなど、コロナ禍の状況に応じて柔軟な対応

を重ねることで収入の減少幅を抑制するよう努めてきた。 
以上のような取り組みが功を奏し、アフターコロナの令和５年度には前年度を大きく

上回る成果を上げたことを評価した。 
 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取り組み ２０  １４ 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

１０ ３ ６ 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合

理的であったか。 
  ② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理

コストの水準、研修内容など）。 
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  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

 
【共通】 
人員については、土日の催事に対応できるようシフトを組むなど、プロパー職員、嘱

託職員、派遣職員を効率的に配置している。また、令和２年度から始まった中期経営計

画（令和２年度～令和５年度）のもと、各部の連携強化を図ることで、相乗効果が生じ

るよう努めている。 
職員の資質・能力向上を図る取り組みについては、令和５年度については、サービス

の専門的な知識やスキルを習得し職員の資質や能力の向上を図る人材育成のため、講師

を招聘しての研修会の開催や民間団体が主催する研修への派遣など幅広い職員研修を実

施した。 
また、全国展示場連絡協議会、国際会議場施設協議会、日本展示会協会、ＪＣＣＢ、

ＩＣＣＡ（国際会議協会）等国内外の展示会、コンベンション施設、業界団体のオンラ

イン総会や研修会に積極的に参加し、同業他社と施設管理、営業、学会大会誘致等の情

報交換を行い、サービスの改善に努めるとともに、効率的な施設管理や営業・誘致ネッ

トワークの拡大に努めた。 
指定管理期間を通じて、職員間のＱＣ活動、舞台管理委託業者や設備管理業者との意

見交換、接遇マナー研修、国際会議主催者セミナープログラムやＷＥＢ配信事例紹介等

のオンライン研修などさまざまな啓発に努め、利用者の満足度向上に努めてきた。 
地域や関係団体との連携や協働については、小倉駅新幹線口地区振興連絡会の事務局

を務め、様々なイベントの企画や実施をするとともに、新幹線口エリアのクリーンアッ

プ活動を年間数回実施するなど、地域の団体と協働して新幹線口エリアのにぎわいづく

りを進めている。 
加えて、市内のＭＩＣＥ関係者で構成する北九州市グローバルＭＩＣＥ推進協議会の

事務局を務め、ホテルや旅行社などの地元の関係者が一丸となり、「チーム北九州」とし

てＭＩＣＥ誘致や開催支援を行っている。 
さらに、ＪＲ西日本と本市と３者で「鉄道輸送障害等事案における施設の使用に関す

る協定」の締結に向けた協議を進めており、地域貢献活動についても積極的に取り組ん

でいる。 

 

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 

１０ ４ ８ 

  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実

施されているか。 
  ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用でき

るよう配慮されていたか。 
  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適

切に行われていたか。 
  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適

切な点はないか。 
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  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていた

か。 
  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 
  ⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 
 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

 
【共通】 
個人情報の管理については、マイナンバーに係る書類等の取扱いなどをはじめ、適正

に行っている。 
平等利用・公平性については、北九州国際展示場管理要綱及び北九州国際会議場管理

要綱に基づき適切に対応しており、利用者間で利用日が重複した場合は抽選を行うなど、

特に大きな問題もなく公平性が確保されている。また、法改正にあわせた、内部規定の

見直しも随時適正に行っている。 
施設の管理運営に係る収支については、会計処理規則を定め、適正な会計処理がなさ

れている。 
危機管理については、コロナ禍においては、本市と緊密に連携し、国・県の指針、業

界団体のガイドライン等に基づく安全・安心な施設運営を最優先とし、密を避けるため

の利用制限の実施、感染症対策機器の導入など感染症対策を着実に行った。また、催事

主催者との打ち合わせ時には、感染症対策を取り入れた利用方法を積極的に提案しクラ

スター発生を防ぐため、警備・設備・清掃委託業者とも連携を図り、感染症対策につい

て協議を重ね、近隣施設やコンベンション施設の対策状況を情報収集して、抗菌・抗ウ

ィルス対策物品や設備を積極的に取り入れた。その結果、施設利用に係るクラスター等

は発生せず、確実な施設運営を行うことができた。 
アフターコロナの段階においては、利用者のニーズと制限緩和の状況を的確に把握し、

市と協議しながら、安全、安心な施設運営を実施した。 
その他にも、老朽化した施設の修繕や改修工事、施設保全のための点検を積極的に実

施し、安心・安全な施設運営に努めた。令和５年度は、安全面や緊急性を最優先に、委

託業者などからのアドバイスも参考にしながら修繕、補修工事に取り組み、国際展示場

は６０件、国際会議場は４９件の工事を実施した。さらに、指定管理者として必要と判

断したものについては、協定金額を超える修繕工事も自主的に４件実施した。 
危機管理体制については、防火管理者と合わせて防災管理者の選任、自衛消防組織及

び共同防火防災管理体制を整えるなど、適切な対策を講じている。 
さらに、ミクスタなど近隣での大規模イベントによる騒音や交通規制など、当施設利

用者への影響が懸念される際には、事前に施設管理者間で協議、調整を行い、関係各所

へ周知と協力を働きかける体制を徹底するなど、円滑にイベントの開催や施設の運営を

行えるよう最大限配慮しており、これまで大きなトラブルや混乱が発生していないこと

は高く評価できる。 
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【総合評価】 

合計得点 ７９ 評価ランク Ｂ 

［評価の理由］ 

 

【北九州国際展示場】 
新型コロナウイルス感染症により社会情勢が変化する中、展示場の利用拡大、小倉駅新

幹線口のにぎわいづくり、感染症対策の特別支援メニューの新設、既存利用者への働きか

けや潜在利用者掘り起こしなど、アフターコロナによって変化するニーズを的確に把握し

積極的な誘致活動に取り組んだ結果、大幅な利用料金収入の増加につながった。 
また、アフターコロナの社会経済活動の本格的な再開に備え、利用者のニーズに合った

施設の機能強化工事を行った。加えて、施設の維持管理については、老朽化により、配管

や配線、空調機器等にいつ不具合が起こるかわからない状況の中、定期点検以外にも自主

的な点検を積極的に行い、予見される部分の改修や不具合の生じた箇所への迅速な対応を

行うなど適正な管理運営がなされている。 
また、市との施設改修に向けた協議にも積極的に参加し、問題意識や計画性をもって、

施設の管理運営に努めてきた。 
 
【北九州国際会議場】 
グローバルＭＩＣＥ都市・北九州市を牽引する施設として、積極的な誘致活動を進めて

きた。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、施設稼働の面では目標に達しなかっ

た時期もあったが、オンラインによるキーパーソンへのアプローチやＭＩＣＥ商談会への

参加を継続し、アフターコロナの局面では、再開された国内外の現地開催の商談への参加

など、社会状況の変化に応じて積極的に誘致をすすめることにより、国際会議をはじめと

してコンベンション誘致件数は着実に回復しており、それに呼応して会議場の利用状況は

好調となっており、本市経済の活性化に寄与している。 

令和６年度以降も施設予約は好調であり、主催者のニーズの変化を的確に把握した誘致

活動が功を奏している。 

また、施設管理の面では、開館から３０年以上が経過し、施設の老朽化が進む中、不具

合が見受けられる箇所は早急に改修・補修を行い、施設における日々の点検等、適正な管

理運営がなされた。 

 

［北九州市指定管理の評価に関する検討会議における意見］ 

適正に評価されている。 

コロナ禍に対応した指定管理者の取り組みに着目した評価もされている。利用者アンケ

ートについて、イベント主催者だけでなく、来場者へのアンケート実施も検討いただきた

い。 
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【評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率  評価レベルの考え方 

５ １００％ 良 い 要求水準を大幅に上回り、特に優れた管理運営がなされている 

４ ８０％  要求水準を上回り、優れた管理運営がなされている 

３ ６０％ 普 通 要求水準を満たしており、適正に管理運営がなされている 

２ ４０％  要求水準を下回る管理運営がなされている 

１ ２０％  要求水準を大幅に下回る管理運営がなされている 

０ ０％ 適切でない 不適切な管理運営がなされている 

 

【総合評価】 

Ａ：総合評価の結果、優れていると認められる 

 （合計得点が８０点以上） 

Ｂ：総合評価の結果、やや優れていると認められる 

 （合計得点が７０点以上８０点未満） 

Ｃ：総合評価の結果、適正であると認められる 

 （合計得点が６０点以上７０点未満） 

Ｄ：総合評価の結果、努力が必要であると認められる 

 （合計得点が５０点以上６０点未満） 

    Ｅ：総合評価の結果、かなりの努力が必要であると認められる 

      （合計得点が５０点未満） 


